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目的 石けん以前の洗浄剤として知られる植物陛洗浄剤が、最近一部で注目されている。これは一般消

費者にとって合成洗剤に対する毒性や環境残留性問題が払拭されず、また石けんの有機汚濁問題が浮上し

て来たこと等によると思われる。そこで、代表的な植物性洗浄剤であるサイカチ、ムクロジと、植物由来

のアルカリ性物質としての灰汁に注目し、溶液物性と洗浄陛を調べ若干の知見を得たので報告する。

方法　サイカチの実（サヤ）は細断し、ムクロジの果皮は種子を除いてＨ

液とした。サイカチの濃度は0.30% 、0.35% 、0.40% 、0.45% とし、ムクロジは､020% 、0.25% 、0.30% 、

0.35% とした。灰汁は加熱ろ過しpHlO 、pHll 、pHl2 とした。試料液の溶液物性（pH 、全硬度、浸透力、

起泡力、比界面張力、表面張力、乳化力、分散力）を測定した。湿式人工汚染布、Terg･0･Ibmeter を用

いて常法に洗浄実験を行い、洗浄胞と再汚染欧の検討を行った。対照としてJ【S 標準洗剤を用いた。

結果pH ：サイカチ５程度、ムクロジ６程度、灰汁12 ～13 であった。浸透力：サイカチはJIS 標準洗

剤には及ばないがかなり高く、ムクロジは水より若干高く、灰汁は水と同等であった。起泡力：サイカチ

とムクロジはJIS 標準洗剤と同等あるいはそれ以上の値を示した。比界面張力:JIS 標準洗剤､ サイカチ、

ムクロジ、灰汁の順であった。表面張力：サイカチとムクロジはJIS 標準洗剤に近い高い値であった。洗

浄陛について、サイカチとムクロジは濃度にかかわらず灰汁はpH12 がJ【S標準洗剤の1/2 程度の値を示

した。再汚染性についてはどの場合も認められず、特にサイカチとムクロジでは白度増加が認められた。
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【目的】近年，洗浄媒体としての有機溶剤による環境負荷が問題となりており，優れた水系洗浄

技術の開発に対する社会的ニーズは大きい。本研究では水系で効果的に汚れを洗浄するための基

本的情報を得るために，水晶振動子(QCM) 法を用いてよく規定されたモデル洗浄系の作製を試み

た。 QCM 法は質量変化検出の感度が高く，コンパクトな装置特性から表面反応や界面現象の解

析に利用されているが，洗浄研究に用いられた例は数少ない。

【方法】洗浄基質にはQCM の金電極表面，および金電極にナイロン６およびアセテートをスピ

ンコードさせた被膜表面を用いた。基質表面のぬれ性はsessile drop法や水の接触角を測定して評

価 した。 こ の基質 に 油汚れ のモ デル であ る アラ キジン酸 の 展開 単分 子膜 を累 積し ，

Langmuir-Blodgett(LB)膜として付着させた。また，固体粒子汚れのモデルとして，球形のポリエチ

レンとナイロン12 を水分散液中から付着させた。このようにして作製したモデル洗浄系を用いて，

各種水溶液中における汚れの脱離過程をQCM の周波数変化から追跡し，洗浄性を評価した。

【結果】スピンコート前後のQCM の周波数変化並びにぬれ性の変化は,   QCM 表面に一定の被

膜が形成されたことを示した。ＬＢ膜累積前後のQCM の周波数変化から，アラキジン酸が配向し

たＹ膜として基質に均一に付着していることが推察された。また，粒子汚れを基質に付着させる

には，分散液のpH が小さく電解質濃度が高い条件が適していることがわかった。絢雛実験結果

は従来の知見と矛盾なく，作製したモデル洗浄系が水系洗浄に関する基本的情報を得るのに役立

つことが期待される。

215


